
（様式－３） 

送 電 線 工 事 災 害 報 告 書 ［再発防止対策］ 
関東支部 

発生日時 令和 6 年 2 月 13 日（火曜日） 8 時 30 分頃 天  候 晴れ 

災害の程度 死亡－名 負傷１名 職種：基礎作業員 年令 47 歳    経験年数 14 年 10 ヶ月 

工事の種類 
調査 

測量 
伐 採 運 搬 仮  設 基  礎 組  立 足  場 架  線 撤  去 その他 

災害の種類 
墜落・ 

転落 
転倒 

物の飛

来・落下 

崩壊・ 

倒壊 

はさまれ・巻

き込まれ 

切れ・ 

こすれ 
感電 その他 

原     因 
作業準備 

の不良 

作業方法 

の不良 

工具防具 

の不良 

電気工作物

の不良 

作業者 

の過失 

共同作業 

者の過失 
その他 

設     備 電圧 275kV 2 回線 電線  TACSR/AC610mm2×2導体 地線 AC260mm2 2 条 

災 

害 

の 

状 

況 

件名  
鉄塔基礎工事(深礎基礎)の配筋準備作業中，昇降用梯子を撤去する際，誤って撤去する梯子にワークポジ

ショニング用ロープを掛けていたため墜落し負傷 

被災者は，送電線新設工事№25 鉄塔基礎(深礎基礎)ｂ脚の配筋準備作業中，昇降用梯子を撤去する際，誤っ

て撤去する梯子にワークポジショニング用ロープ(以下，ＷＰロープ)を掛けていたため約 3.2m から墜落し負

傷した。（安全ブロック未使用） 

［被災程度］右上腕開放骨折，右足踵骨折 

［装  備］墜落制止用器具(フルハーネス)，ＷＰロープ，ヘルメット，手袋(ゴム＋布)長靴(先芯有り) 

原

因

及

び

対

策 

 

1.災害発生の主原因 

①深礎基礎工事における梯子撤去作業の手順を明確に定義していなかった。 

・現場代理人は，梯子撤去作業の手順を施工計画書に記載せず※1，作業班長との手順の共有化を図らなかっ

た。 

※1：梯子撤去は配筋作業に向けた準備作業であることから，施工計画書に記載が必要な作業だと考えていなかった。 

・作業班長は，作業手順を作業員に指示していなかった。 

②安全ブロックとＷＰロープを併用するルールを遵守していなかった。 

・被災者はランヤード（安全ブロック）を使用しなかった。 

 

2.再発防止対策 

①基礎孔内の梯子撤去手順の明確化 

・現場代理人は，深礎基礎工事における梯子撤去作業の手順を明確にし，施工計画書に反映するとともに，

作業班長と作業手順の共有化を図る。（別紙：基礎孔内の梯子撤去手順例参照） 

②基礎工事における墜落制止用器具の使用に関する再確認の実施 

・施工会社（元請会社）は，基礎孔内における作業の種類や高さ等シチュエーションに応じた墜落制止用器

具の使用方法※2を再確認し，適正な使用を周知・徹底する。 

※2：墜落制止用器具の使用方法 

作 業 時 ：フルハーネス型墜落制止器具＋安全ブロック，フルハーネス型墜落制止用器具＋ロープ式ランヤ

ード，胴ベルト型墜落制止用器具＋胴ベルト型ランヤード 

昇降・移動時：安全ブロック，垂直親綱＋安全器，水平親綱＋ランヤード(ロープ式又は胴ベルト型)，ランヤード

(ロープ式又は胴ベルト型)とＷＰロープの掛け替え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎孔内の梯子撤去手順例 

別 紙 



（様式－２） 

災  害  概  要  図 

 
 

（躯体径 2.5m 躯体長 8.3m 柱体長 4.0ｍ） 


